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(54)【発明の名称】 フロントライト付液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  フロントライト装置からの光を効率よく表示
のために使用することができるようにすること。
【解決手段】  反射型液晶表示素子１０の表示面にフロ
ントライト装置３０の導光板３１の裏面３１Ｃを接着層
４０を介して空気層を生じないようにして密着させた。
反射型液晶表示素子１０と導光板３１とを間に空気層が
ない状態で相互に固着されるので、フロントライト装置
３０からの光を効率よく表示のために使用することがで
きる。また、接着層４０を構成する接着剤として、屈折
率が、反射型液晶表示素子１０及び導光板３１の屈折率
と略等しい材料のものを選択することにより、より一層
効率を改善できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  反射型液晶表示素子の表示面側にフロン
トライト装置を設けて成るフロントライト付液晶表示装
置において、
前記反射型液晶表示素子の表示面に前記フロントライト
装置の下面を接着層を介して空気層を生じないようにし
て密着させたことを特徴とするフロントライト付液晶表
示装置。
【請求項２】  前記反射型液晶表示素子が液晶セルの両
面に一対の偏光板を設けて成り、前記フロントライト装
置が前記表示面側に配設されている一方の偏光板に前記
接着層を介して密着されている請求項１記載のフロント
ライト付液晶表示装置。
【請求項３】  前記フロントライト装置が導光板を備え
ており、該導光板が前記一方の偏光板と前記接着層を介
して密着されている請求項２記載のフロントライト付液
晶表示装置。
【請求項４】  前記導光板と、前記一方の偏光板と、前
記接着層との各光屈折率が略等しい請求項３記載のフロ
ントライト付液晶表示装置。
【請求項５】  前記接着層の光屈折率が、前記反射型液
晶表示素子及び前記フロントライト装置導の各屈折率と
略等しい請求項１記載のフロントライト付液晶表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、フロントライト付
液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】例えば携帯電話等の液晶表示装置に用い
られている従来の液晶表示素子は、液晶層を挟んで対向
する前後一対の透明ガラス等の基板の内面にこの液晶層
に電界を印加するための電極を設けて成る液晶セルと、
この液晶セルを挟むように配置された前側偏光板および
後側偏光板とを備え、さらに後側偏光板の背面に反射板
を備えて成っている。このように、液晶表示素子は自発
光素子ではないため、液晶セルにおける表示内容を読み
取るためには外部からの光が必要であり、近年、液晶表
示素子の上面側にフロントライト装置を設け、これによ
り外部からの光量が不足してもフロントライト装置から
の光により表示を明瞭に読み取ることができるようにし
たフロントライト付液晶表示装置が用いられている。
【０００３】図２には、従来のフロントライト付液晶表
示装置の一例が断面図にて示されている。フロントライ
ト付液晶表示装置１００は、反射型液晶表示素子ユニッ
ト１１０の上面１１０Ａ側（使用者側）にフロントライ
トユニット１２０を備えて成っている。
【０００４】反射型液晶表示素子ユニット１１０は、反
射型液晶表示素子１１１と、反射型液晶表示素子１１１
の下面に接するように設けられたアルミ膜等から成る反
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射板１１２とから成っている。フロントライトユニット
１２０は、特殊な加工面である加工表面１２１Ａを持つ
透明な導光板１２１を備えている。導光板１２１は反射
型液晶表示素子１１０と略同じ屈折率を有しており、導
光板１２１の一側面側には線光源をなす冷陰極管１２２
と、冷陰極管１２２からの照明光を導光板１２１内に効
率よく導入することができるようにするためのランプリ
フレクタ１２３とが配設されている。
【０００５】上述の如く構成されている反射型液晶表示
素子ユニット１１０とフロントライトユニット１２０と
は、スペーサー１３０を介して例えば１５０μｍ程度の
僅かな間隙１４０を空けて互いに取り付けられた構成と
なっている。そして、冷陰極管１２２から光が出射され
ると、図中実線矢印で示される如く、出射された光は導
光板１２１の加工表面１２１Ａで反射して間隙１４０を
通って反射型液晶表示素子１１１を通過し、反射板１１
２で反射して再び反射型液晶表示素子１１１、間隙１４
０及び導光板１２１を通過し、使用者の眼に到達するよ
うになっている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】従来のフロントライト
付液晶表示装置は、上述の如く、導光板と反射型液晶表
示素子とは略同じ屈折率を有しているが、両者は僅かな
間隙をあけて対向配置されているため、ここに空気層が
形成されることとなる。空気層の屈折率は導光板及び反
射型液晶表示素子の屈折率と大きく異なっており、した
がって、フロントライト装置からの光が図２に示される
光路を辿って導光板の加工面から外部に出る場合、空気
層の上下境界面において光損失が生じ、その効率が低下
する。このため、フロントライト装置への発光のための
電気的入力パワーをこの分大きくしなければならず、携
帯用の装置の場合、電池の持続時間を低下させることと
なる。
【０００７】また、導光板と反射型液晶表示素子との間
に設けた間隙内の空気層により、冷陰極管から導光板内
に入射しその加工表面で反射した光が反射型液晶表示素
子に向かうと、光が導光板から間隙に出射する際、例え
ば図２に点線矢印で示される如き反射光が生じる。そし
て間隙の端部においては、図２に一点鎖線矢印で示され
る如く、導光板と間隙との間の界面において生じた反射
光が外部に逃げてしまい、反射ロスが生じてしまう。こ
のようは反射ロスは、導光板から間隙に光が入射する場
合にのみ生じるのではなく、間隙から反射型液晶表示素
子へ、及び反射型液晶表示素子から間隙へ、さらに間隙
から導光板へと、それぞれ光が入射する場合にも生じて
おり、反射型液晶表示素子に表示されている表示内容を
導光板の表面において効率よく照明して表示することが
できないという問題も有している。
【０００８】これらの問題を解決するには、導光板と反
射型液晶表示素子とを密着させればよい。このようにす
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れば、導光板の主面から反射型液晶表示素子に向かう照
明光は、導光板と反射型液晶表示素子との間の界面にお
いて図２に点線矢印で示される如き反射光を殆ど生じる
ことがないので、フロントライト付液晶表示装置は反射
効率のよい照明を行うことができる。
【０００９】しかしながら、従来のフロントライト付液
晶表示装置は、導光板と反射型液晶表示素子のそれぞれ
の対向する面の加工状態を、ミクロンオーダでは、いず
れも平坦とすることができないため、導光板と反射型液
晶表示素子とを相互に完全に面密着させることが難し
く、両者を密着させても、実際には、導光板と反射型液
晶表示素子とのそれぞれの対向している面はところどこ
ろ接した状態となってしまう。この結果、導光板と反射
型液晶表示素子との間には小さな空気層が存在している
箇所と存在していない箇所とが多数発生し、導光板と反
射型液晶表示素子との間において屈折率の異なる箇所が
生じており、このため導光板の表面に向かう反射光を均
一な明るさとすることができない。したがって、液晶表
示装置の表示状態がまだらになってしまい、液晶表示装
置の表示品質を悪化させてしまうという問題点を生じる
ことになる。
【００１０】本発明の目的は、従来技術における上述の
問題点を解決することができるフロントライト付液晶表
示装置を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するた
め、本発明では、反射型液晶表示素子の表示面側にフロ
ントライト装置を設けて成るフロントライト付液晶表示
装置において、前記反射型液晶表示素子の表示面に前記
フロントライト装置の下面を接着層を介して空気層を生
じないようにして密着させたことを特徴とするフロント
ライト付液晶表示装置が提案される。
【００１２】この接着層は、表示面に塗着した接着剤の
上にフロントライト装置の下面を、表示面と下面との間
に空気層が生じないようにして密着させ、この接着剤を
硬化させることにより形成することができる。これによ
り、反射型液晶表示素子とフロントライト装置とを間に
空気層がない状態で相互に固着することができる。接着
剤は、屈折率が、反射型液晶表示素子及びフロントライ
ト装置の屈折率と略等しい材料のものを選択することに
より、フロントライト装置からの光を効率よく表示のた
めに使用することができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態の一例につき詳細に説明する。
【００１４】図１は、本発明によるフロントライト付液
晶表示装置の実施の形態の一例を示す断面図であり、液
晶表示装置１は、反射型液晶表示素子１０と、反射型液
晶表示素子１０の前面側に配置されたフロントライト装
置３０とを備えている。

4
【００１５】反射型液晶表示素子１０は、液晶セル１１
と、液晶セル１１を挟むように配置された前側偏光板１
２及び後側偏光板１３とを備えており、後側偏光板１３
の背面には反射板１４が後側偏光板１３に密着するよう
にして設けられている。
【００１６】液晶セル１１は、液晶層１５を挟んで対向
する前後一対のガラス等から成る透明基板１６、１７の
内面にそれぞれ、液晶層１５に電界を印加するための透
明な電極１８、１９が設けられた構成となっている。さ
らに、液晶セル１１の前側の透明基板１６の内面には、
トップコート２０が設けられており、トップコート２０
の内面に電極１８が形成されている。
【００１７】以上、反射型液晶表示素子１０の構成につ
いて説明したが、反射型液晶表示素子１０の構成それ自
体は公知であるため、ここでのこれ以上の詳しい説明を
省略する。
【００１８】次に、反射型液晶表示素子１０を照明する
ためのフロントライト装置３０について説明する。図１
に示されているフロントライト装置３０はサイドライト
方式のものであり、フロントライト装置３０は照明光を
反射型液晶表示素子１０に向けて出射する照明機能を有
している。
【００１９】フロントライト装置３０は、反射型液晶表
示素子１０に対向して配設された導光板３１を備えてい
る。導光板３１の一側面３１Ａには、導光板３１に照明
用の光を入射させるための発光源である光源部３２が設
けられている。光源部３２は、導光板３１の一側面３１
Ａに沿って延びる断面Ｕ字形の遮光性を有するランプリ
フレクタ３２Ａ内に冷陰極管３２Ｂを収納して成り、冷
陰極管３２Ｂからの光が導光板３１の一側面３１Ａから
導光板３１内に効率よく入射される公知の構成となって
いる。
【００２０】導光板３１は、アクリル系樹脂板等の透明
な板材から成っており、導光板３１の屈折率は反射型液
晶表示素子１０の屈折率と略同じ大きさとなっている。
導光板３１の主面３１Ｂは全体が特殊な加工が施された
平坦な出射面とされ、裏面３１Ｃは全体に平坦に形成さ
れた入出射面とされている。
【００２１】導光板３１の主面３１Ｂは、冷陰極管３２
Ｂからの入射光を裏面３１Ｃに向けて反射させ、これに
より一側面３１Ａから導光板３１に入射した略全ての光
は裏面３１Ｃから反射型液晶表示素子１０に向かって出
射する構成となっている。
【００２２】導光板３１の裏面３１Ｃから反射型液晶表
示素子１０に出射された光は、反射型液晶表示素子１０
の最背後に配置されている反射板１４で反射され、再び
反射型液晶表示素子１０及び導光板３１を通過し、使用
者の眼に到達する。
【００２３】上述の如く構成されている反射型液晶表示
素子１０と導光板３１との間において屈折率の違いから
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生じる反射光を発生させないようにするため、反射型液
晶表示素子１０と導光板３１との間にアクリル材から構
成されている接着層４０が設けられている。接着層４０
は、反射型液晶表示素子１０と導光板３１と略同じ屈折
率を有するものであり、このような性質を有する接着層
４０が、反射型液晶表示素子１０の最表面である前側偏
光板１２の主面１２Ａと導光板３１の裏面３１Ｃとの間
に充填されており、反射型液晶表示素子１０と導光板３
１とが接着層４０によりわずかな空気層もないようにし
て接着された状態となっている。
【００２４】このように、反射型液晶表示素子１０と導
光板３１と略同じ屈折率を有する接着層４０を反射型液
晶表示素子１０と導光板３１との間に充填して設けたの
で、冷陰極管３２Ｂから出射され導光板３１の主面３１
Ｂで反射されてその裏面３１Ｃから接着層４０に出射さ
れる略全ての光を、実線矢印で示される如き経路を辿っ
て接着層４０内を通過させることができ、接着層４０の
表面と導光板３１の裏面３１Ｃとの接着面である界面に
おいて、図中点線矢印で示される如き反射光が発生する
のを防ぐことができる。
【００２５】同様に、接着層４０から反射型液晶表示素
子１０内に入射する光、及び反射型液晶表示素子１０か
ら接着層４０に入射する光、そして接着層４０から導光
板３１に入射する光についても、それぞれの界面におい
て反射光の発生を抑えることができる。この結果、導光
板３１と反射型液晶表示素子１０との間で光の反射によ
り生じていた光損失による照明の非効率性を著しく改善
することができ、導光板３１の主面３１Ｂ全体にわたっ
て輝度を確保することができ、液晶表示装置１の表示内
容を明るく表示することができる。
【００２６】また、導光板３１から反射型液晶表示素子
１０に、及び反射型液晶表示素子１０から導光板３１に
出射される光において、それぞれの界面における反射光
の発生が抑えられるので、反射光が液晶表示装置１から
外部に逃げるのを減少させることができる。したがっ
て、導光板３１の主面３１Ｂを、明るく照明できると共
にその全体にわたって均一の輝度とすることができる。
【００２７】さらに、導光板３１と反射型液晶表示素子
１０との間の全体にわたって接着層４０を密着して設け
たので、導光板３１から反射型液晶表示素子１０に、及
び反射型液晶表示素子１０から導光板３１に出射される
光において、それぞれの界面のいずれの場所を通過する
光であっても、屈折率が大きく異なる箇所を通過するこ
とがないので、導光板の表面に向かう反射光を均一な明
るさとすることができ、導光板３１の主面３１Ｂがまだ
らになることがない。
【００２８】なお、フロントライト装置３０によって照
明される反射型液晶表示素子は、図１に示した構成の反
射型液晶表示素子に限定されるものではなく、他の適宜
の形態の反射型液晶表示素子を照明するのにも用いるこ*

6
*とができることは勿論である。
【００２９】
【発明の効果】本発明によれば、反射型液晶表示素子の
表示面側にフロントライト装置を設けて成るフロントラ
イト付液晶表示装置において、反射型液晶表示素子の表
示面にフロントライト装置の下面を接着層を介して空気
層を生じないようにして密着させたるようにしたので、
フロントライト装置からの光が導光板の加工面から外部
に出る場合、空気層の上下境界面における光損失を低下
させることができ、照明効率を上昇させることができ
る。このため、フロントライト装置への入力パワーを低
減させることができ、携帯用の装置の場合、電池の持続
時間を長期化させることができる。
【００３０】また、導光板から反射型液晶表示素子に、
及び反射型液晶表示素子から導光板に出射される光にお
いて、それぞれの界面における反射光の発生が抑えられ
るので、反射光が液晶表示装置から外部に逃げるのを減
少させることができる。したがって、導光板と反射型液
晶表示素子との間で光の反射により生じていた反射ロス
による照明の非効率性を著しく改善することができ、導
光板の主面全体にわたって均一な輝度を確保することが
できる。
【００３１】さらに、導光板と反射型液晶表示素子との
間の全体にわたって接着層を密着して設けたことによ
り、導光板から反射型液晶表示素子に、及び反射型液晶
表示素子から導光板に出射される光において、それぞれ
の界面のいずれの場所を通過する光であっても、屈折率
が大きく異なる箇所を通過することがないので、導光板
の主面がまだらになることがなく、導光板の表面に向か
う反射光を均一な明るさとすることができ、液晶表示装
置の表示品質を上昇させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるフロントライト付液晶表示装置の
実施の形態の一例を示す断面図。
【図２】従来のフロントライト付液晶表示装置の一例を
示す断面図。
【符号の説明】
１  液晶表示装置
１０  反射型液晶表示素子
１１  液晶セル
１４  反射板
３０  フロントライト装置
３１  導光板
３１Ａ  一側面
３１Ｂ  主面
３１Ｃ  裏面
３２  光源部
３２Ａ  ランプリフレクタ
３２Ｂ  冷陰極管
４０  接着層
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